
資源はナショナリズムの対象か？
地質学から考える
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１．地球史の中の資源
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クロム 斑岩銅

鉄、ダイアモンド、クロムの大部分は先カンブリア紀の盾状地・
卓状地で、斑岩銅の大部分は新生代の造山帯で産出する。

地理的にも時代的にも偏在するから資源となる（１）偏在性

Hamblin and Christiansen (2004)



偏在性の著しいクロム、白金、バナジウム

鹿園直建（2006）．
原典は地球環境工学ハンドブック (1991)



特定の時代に形成

縞状鉄鉱床

ウラン鉱床

斑岩銅

30億年 20億年 10億年

地学団体研究会編『新版地学教育講座』４（2004）



Fe2+ : 水に溶けやすい
Fe3+：水に溶けにくい鉄とシリカが交互に沈殿

２０数億年前～１８億年前に海底で生成：
１８億年前以降は海洋から大気中に酸素が放出

貧酸素状態の大気中では酸化せず、河川を経て海水中に流れ込む。
既に海洋では生物活動による酸素存在するので酸化してFe3+として沈殿

（２）資源形成の場と時代

１）縞状鉄鉱床 Banded Iron Formation (BIF)

Hamblin and Christiansen (2004)



縞状鉄鉱床の分布

約19～21億年前

岩波講座『地球科学14』（1979）



先カンブリア紀にはない。
３億年前：大陸が巨大なスワンプで覆われた時代に主として形成

２）石炭

石炭

Hamblin and Christiansen (2004)



石油

天然ガス

油頁岩

１）スマトラ～アラビア～中央アジア～地中海 （赤枠）

３）石油・天然ガス

２）大西洋両沿岸（青点線）世界の大油田・ガス田：

Hamblin and Christiansen (2004)



３億年前

２億年前

１億年前（中期白亜紀）

現在

吉田昌樹氏のウェッブサイトによる

大油田・ガス田の形成時代と形成場



57% 43%

Kendall et al. (2009)

根源岩 貯留岩

6500万年前

1億5000万年前

後期ジュラ紀～白亜紀の地層に集中



北海油田 Shetland Basinの例

① 根源岩堆積：400万年
キッチンに食材を集める

② 埋没：8000万年
オーブンで熟成

1.01.5 0.5 0 億年前

埋
没
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度
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）

石油天然ガス生成には長い地質学的時間が必要

http://www.ogj.com/articles/print/volume-112/issue-2/exploration-
development/giant-fields-retain-dominance-in-reserves-growth.html

③ 貯留岩へ移動・濃集：5000万年
配膳と盛付け

①

②

③

http://www.ogj.com/articles/print/volume-112/issue-2/exploration-development/giant-fields-retain-dominance-in-reserves-growth.html


２．資源をめぐる現代の闘争

２－１．海洋 地球表面のおよそ2／3は海洋

大陸棚 石油、天然ガス、メタンハイドレードなど

深海底

資源エネルギー庁の資料より



（１） 国連海洋法会議

１）大陸棚に関するトルーマン宣言：米国の一方的な主張

1945年9月28日「大陸棚の地下及び海底の天然資源に関する合衆国の政策に関する宣言」

Presidential Proclamation No.2667, Policy of the United States with Respect to the Natural Resources of the 
Subsoil and Sea-Beds of the Continental Shelf

領海の外の公海の下であっても米国の海岸に隣接する大陸棚の海底とその下の天然資源は米国に属する

背景には海底油田開発への関心の高まり:
1897年カリフォルニア州サンタバーバラ沖、1938年メキシコ湾キャメロン沖、1947年メキシコ湾ルイジアナ沖

２）第１、第２次海洋法会議の挫折

３）第3次海洋法会議
1973年～1982年第11会期で採択：

賛成130ヶ国、反対4ヶ国（米、イスラエル、トルコ、ベネズエラ）、棄権（英、西独、ソ連など）
1994年発効
米国は今なお批准していない（後述）



2012年

葉室和親氏：

1979年東大理学系研究科地質学専門博士課程卒（理学博士）
1980年外務省入省
国連大陸棚限界委員会第1期委員
外務省経済局経済安全保障課海洋室長

国連日本政府代表部参事官
駐トンガ特命全権大使などを歴任。
2015年外務省退職

『大陸棚の拡大』（電子版）は私家版で非売品



大陸棚とは

12月11日の講演では大陸棚について間違った説明をしましたので、以下に葉室和親（2012）の解説を
示しておきます。



1967年11月1日：パルド演説@国連第1委員会 Arvid Pardo：マルタの国連常駐大使資料



p83

p239

葉室和親（2012）



国際法上の大陸棚の限界を決める作業は大変難しい

“大西洋型”

“島弧型”

“トランスフォーム型”

葉室和親（2012）



（２）大陸棚限界委員会 Commission on the Limits of the Continental Shelf (CLCS)）

https://www.spf.org/opri-j/tairikudana/02application/procedure.php#01

https://www.spf.org/opri-j/tairikudana/02application/committee.php



排他的経済水域（EEZ）

200海里を超える大陸棚の範囲（申請）

200海里を超える大陸棚の範囲（予備的
情報）

図は2012年段階。最新情報は
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kaiyo/clcs.html



（３）北極海

2001年申請
2002年CLCS:改訂を勧告
2007年北極点（水深4200m）に

チタン製のロシア国旗
2015年ロシア新申請

ロシア

カナダ

2013年申請

デンマーク

2014年申請

沿岸国の利害が衝突している。

国連海洋法を批准していないので未申請

北極点

アメリカ

葉室和親（2012）



（右）

（左）

（５）深海底

葉室和親（2012）



1994年、「海洋法に関する国際連合条約第11部の実施に関する協定」締結

現在ＩＳＡがWorking document

https://www.isa.org.jm/files/documents/EN/Regs/DraftExpl/Draft_ExplReg_SCT.pdf

国連海洋法条約第11部「深海底」第11部第４節・第５節：

深海底資源を一括して管理する「国際海底機構」（International Sea-bed Authority: ISA）（本部・ジャマイカ）を設立
同機構を通じて、開発技術の強制移転や生産制限、補償制度等を実行

いくつかの海洋先進国：深海底開発技術に乏しい発展途上国にとって有利と主張。「開発の自由」を要求。

事実上第11部を開発自由の方向に修正。
1994年発効、1996年日本批准。米国批准せず。

https://www.isa.org.jm/files/documents/EN/Regs/DraftExpl/Draft_ExplReg_SCT.pdf


２－２．資源の安定供給を妨げるもの

ナショナリズム
寡 占
投 機

・重要51の鉱物資源：2030年までに物理的
な資源不足にはならないだろう。
・しかし鉱物資源需要は20世紀後半になっ

て急増し、エネルギー資源のそれを追い
越している。

・再生エネルギー利用のトレンドが進むにつ
れて、鉱物資源需要も加速。
供給リスクを分析→ＲＥＥ（レアアース）が

最大のリスク

OECD報告（2015）

Heavy REE

Light REE

リスクを誘発する要因



（１）レア・アース問題の教訓

背景

中国の安値攻勢。

各国でREE, Mn, W, などの鉱山が閉山へ。

レア･アース（Rare earth elements REE:希土類）

元素番号21スカンジウム、39イットリウム
元素番号57ランタンから63ユウロピウム：LREE 軽希土類
元素番号64ガドリウムから71ルテチウム：HREE 重希土類

バッテリー、発光ダイオード、磁石など電子機器の機能向上

中国の生産量が多いのは、資源が偏在しているというよ
りも生産コストが安いこと、経済規模が小さいことによる。
ただし中国南部には他と違ってHREEに富む鉱床がある
のでOECD(2015)はもっともリスクの高い鉱物としている。
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(The Rare Earth Monthly, Core Consultants., Sept., 2011) 

レアアース価格の推移
（重希土類元素：Dy, Eu, Tbの例。）

• 2011年第1四半期からREEの
価格が10倍以上急騰。

•中国は生産量の制限と禁輸に
よって価格を高止まりさせる政
策。

Dy:dysprosium Eu:Europium Tb: Terbium

Dy
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REE資源量 (REO ton)

REEの陸上埋蔵量はすでに1000年分存在。なぜ、上記のようなことが起こるのか？

USGS(2011)

Mineral Com-

modity Summ.

2011年当時

•REE、レアメタルはハイブリッド部品を中心に使用される。ハイブリッド･モーターに使用する
REE（特にDy)の高騰は原価に大きく影響。

•ある大手自動車会社では原材料費中に占めるREE費用が40%



•日本からの投資による米モリコープ・豪ライナスで生
産再開、代替製品開発とリサイクル増進で対処。日本
におけるレアアース使用量半減。

•価格暴落。2011年8月→2013年5月 （$/kg）

・WTOで中国敗訴（2014年）

• 中国レアアース＋レアメタルバブル崩壊。ファンヤ金
属取引所倒産（2015年）

•日本が投資したモリコープ破産、ライナス3.5豪ドルの
損失

中国政府は2010年9月の尖閣諸島での中

国漁船衝突事件という政治的紛争の解決
にナショナリズムを動員し経済戦争を仕掛
けたといえる。

その結果は、中国、日本とも大きな経済的
損失を受けるという「勝者なきレアアース
戦争」であった。

Dy：2800 → 110
Nd：1700 → 65
Ce： 800 → 5

Hoshino et al. (2016)による



しかし……

12月9日の『日本経済新聞』
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（２）寡占

資源エネルギー庁資料による



１９８０年代：景気停滞。資源価格の長期低落傾向

１９９０年代：鉱山会社がM&Aを重ね資源メジャーへ。

長期的視野を失い、ＣＥＯは株主の意向のみを重視して短期的利益を追求
資源を有する国や地域経済への寄与を顧みず放棄、高品位部分のみを採掘して鉱山寿命を短縮

一方で拡がる『資源の呪い』（resource curse）

資源メジャー

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

人類全体の、いな地球上のすべての生物の共有物である資源活用をどのようにコント
ロールしていくのか？

それは生産力増大（成長）路線と主権国家を軸とした『近代』そのものの超克をめざす人
類史的課題と直結しているのではないか？


